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技術報告 
日本の環境下におけるハバードブロイラー光線プログラム 
Claude TOUDIC – Hubbard 社ブロイラースペシャリスト    2012年 3月 

ハバードブロイラーの特徴 : 

Hubbard社の育種改良プログラムは種鶏の生産性, ブロイラーの増体, FCR, 育成率および歩留りの間でバラン
スを取っています。 

 ✓ ハバードブロイラーの最高のパフォーマンスは初期増体が最大に達するとき成し遂げられます。餌への
アクセスは初期の飼料摂取を刺激するために 7日齢前はいかなる方法においても制限してはいけません。 

 ✓ ハバードブロイラーは羽毛鑑別ができる鶏種で、5～6週齢前に換羽が完了することはありません。 

温度と換気は、それに応じて調節されなければなりません。非常に速いエアスピードは、3週齢前は避け 

るべきです。 

 ✓ Hubbard社は、その選抜プログラムにおいて健康基準を優先しています。ハバードブロイラーは、あら 

ゆる状況下での管理が容易です。採食量に対しての低い採水量により、消化管の健康は非常に強くなり、 

薬剤費用の低下につながります。 

本紙はブロイラー養鶏業者が日本の状況でハバードブロイラーから最高のパフォーマンスを得るための光線
プログラムについていくつかの基本的なアドバイスをすることを目的とします。 

光線プログラムは出荷日齢で体重を減らすことなく跛行、腹水症と突然死症候群のような代謝異常を抑制する
のに役立ちます。プログラムがうまくデザインされると、FCRはさらに改善されます。 

 

光線プログラムの基本 : 

ブロイラーが加速的に成長するにつれ、最初の 7日間は肥育期間内の重要な部分を占めてきます。一方、7日 

間で 10グラムずつのロスは、出荷時には生体重で 40～70グラムのロスを引き起こします。他方、この期間中 

の増体の遅れは、しばしば病気になるひながいることを意味し、均一性は悪化し、後になって FCRに影響が出
ま 

す。 

従って、制限的な光線プログラムは、体重増加時期でもある 7日齢以前には決して始めてはいけません。7日 

齢以前に、短期の暗期を組み合わせた高い光線照度により、ひなの動き、飲水、採食を刺激するのには役立つ 

かもしれません。 

科学者、実験施設とフィールドからの多くの研究で、24時間につき 1回暗期を実行することによるいくつか 

の利点を証明しています。7日齢から 25日齢の間の少し低い増体にもかかわらず、後ほど健康とパフォーマ 

ンスの利点とあわせた代償的な増体があります： 

✓ 脚の健康の改善、特に長骨の発達が最高（すなわち 7～21日齢）になる期間中に、この暗期間が実行さ 

れる時 

✓ 全体の斃死率と淘汰率の減少、特に跛行、突然死症候群（SDS）と腹水のような代謝異常に起因するも 

の。腹水症が特に 45日齢以降の後半に増加する一方で、SDSは 15～25日齢の間でより流行します。 

✓ FCRの改善。この理由はおそらく照明が消されると代謝の減少によるものです。照明が消されると直後 

  に急激な室温低下が観察されることは周知の事実です。それは照明プログラムが良好な温度と換気制御 
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を必要とする理由でもあります。 

それでも、活動の時間の低下にもかかわらず、鶏は暗期プログラムを実行されると、より採食、移動、飲水、 

餌を探し回ることにより時間を費やします。そこで、いかなる光線プログラムの利点を得るために、FCRに対 

して不利益となる過剰な活動を妨げるために照度を制御することが重要です。最初の 7日間 50ルクスから 15 

日齢で、およそ 5ルクスまで照度を下げることは、この活動を制御するのに役立ちます。 

 

光線プログラムの策定方法 

入雛してから 7日齢まではひなの活動や飲水、採食を刺激することが目的なので短期の暗期が賢明です。照明 

は 4時間おきに 1回、30分間点灯できます。この技術は 7日間での良好な斉一性を得ることにも役立ちます。 

それは通常の 23時間点灯に対する良い代替手段です。 

7日齢の体重が、制限的光線プログラムの出発点です。 

✓ 実際の体重が目標に近いか、それより高いならば、標準の光線プログラムを実行することができます。 

✓ 実際の体重が目標より低いならば、8 日齢から 21日齢の間で 2時間まで暗期期間の長さを減らすこと
を 

考えなければなりません。暗期期間の長さは同日齢の鶏群と比較して実際の体重に基づき 21日齢で、再 

び評価することができます。 

表１： ハバードの重量ブロイラー（生体重約 3.0kg）用の光線プログラムのためのガイドライン 

日 齢 無鑑別 ♀ ♂ 

日 齢 暗期回数 時間 暗期回数 時間 暗期回数 時間 

光線照度 

0-7 日 6 30分 6 30分 6 30分 50 ルクス 

7日齢の目標体重 175 g 170 g 180 g  

8-21 日 1 8 1 6 1 10 50から 5ルクス 

22-28 日 1 6 1 6 1 8 5 ルクス 

29-35 日 1 6 1 4 1 6 5 ルクス 

36日～出荷 3日前 1 4 1 4 1 4 5 ルクス 

最後の 3日 1 2 1 2 1 2 5 ルクス 

 

25-28日齢以後、特に収容密度が高く、給餌パンへのアクセスが困難な場合、長期の暗期間を与えることで重 

大な危機になります。これは、より多くのひっかき傷を引き起こします。 

夏季の間、猛暑と効率的に抗う設備がない鶏舎では、暗期間を、21日令直後に、早朝に 2時間または 4時間 

に減らすことができます。 

鶏は行動を光線サイクルに対して調整するので、照明は毎日同じ時間に切られなければなりません。そのため 

光線プログラムの修正は照明がつけられる時間にだけなされるべきです。点灯時間を 1日につき 30分増やす 

ような進行性のものも可能です。この進行性の点灯延長は、飼料摂取を刺激します。 
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光線プログラムは FCRを最適化すると同時に、跛行と他の代謝異常を抑制するためのツールとみなされなけれ 

ばなりません。それは農場や鶏群の特徴に従って管理される際、特に大物のブロイラーに利益をもたらします。 

完全に利益をもたらすためには良好な温度と換気率の制御が要求されます。換羽完了前の高温環境は、光線プ 

ログラムに加えて出荷前の腹水症の防止にも役に立ちます。 

 

 
本書類に含まれるパフォーマンスデータは自身の鶏群および顧客の鶏群の研究に基づく結果と経験から得られました。 いかなる場合も、本書類に含まれるデータは、栄養、密度あるいは

身体的であるか生物学的環境の異なる状況下で、同等のパフォーマンスの保証する要因にはなりません。 

特に、（しかし、前述の規制なしで） 我々は目的、パフォーマンス、使用、自然または鶏群の品質のための適合性に関して、いかなる保証はしません。 

Hubbard社は本書類に含まれる情報の正確性または完全性については表明しません。 


